
広報やちよ№ 781　2024.11 月号　　　2

いずれも国が定めた基準内に収まり、
町の財政は健全な状態であると認め
られました。

健全化判断比率とは
　　財政の早期健全化や再生の必要
　　性を判断するための指標

資金不足比率とは
　　町の公営企業の資金不足をその
　　事業規模と比較して指標化した
　　もの

令和５年度決算総額は、
　　歳入が１７７億円
　　歳出が１６４億円
　　　　　　になりました。

一般会計とは
　　福祉や教育など住民に広く行わ
　　れる事業に係る会計のこと

特別会計とは
　　特定の事業を行う場合、一般会計
　　と区分して経理する会計のこと

◆特別会計の決算状況
会計区分 歳入決算額 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 28 億 2,582 万円 27 億 3,343 万円
後期高齢者医療 2 億 6,359 万円 2 億 5,678 万円
介 護 保 険 19 億 9,324 万円 18 億 7,686 万円
中 央 土 地 区 画 1 億 2,375 万円 9,017 万円
農 業 集 落 排 水 2 億 9,156 万円 2 億 7,480 万円
下 水 道 4 億 4,265 万円 4 億    771 万円

◆水道事業会計の決算状況
区　分 収入決算額 支出決算額

収 益 的 会 計 5 億 3,972 万円 3 億 5,438 万円
資 本 的 会 計 1,000 万円 1 億 9,565 万円

◆八千代町の健全化判断比率
八千代町 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.63％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 19.63％ 30.00％
実 質 公 債 費 比 率 7.0％ 25.0  ％ 35.0  ％
将 来 負 担 比 率   － 350.0  ％      －

※�赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」、
　将来負担額が解消されたため、将来負担比率は「－」と表示して
　います。

◆八千代町会計別資金不足比率
水道 下水道 農業集落排水 中央土地区画

資 金 不 足 比 率 － － － －
経営健全化基準 20.0％

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。
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歳入
111 億
9,111 万円

町税
30 億 2,850 万円

（27.1％）

寄附金
22 億 9,184 万円

（20.5％）

歳入決算額の内訳一般会計

地方交付税
19 億 265 万円

（17.0％）

     国庫支出金
12 億 9,841 万円

（11.6％）

町債 7,699 万円（0.7％）

      県支出金
6 億 9,445 万円（6.2％）

地方消費税交付金  	 4 億 9,627 万円（4.4％）
地方譲与税                1 億	 5,262 万円（1.4％）
その他	                        1 億 2,871 万円（1.1％）

財政状況のお知らせ 令和５年度決算状況
健全化判断比率および資金不足比率

　令和６年第３回町議会定例会で、令和５年度の一般会計をはじめとする各会計の決算について審査され、決算
が認定されました。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、健全化判断比率・資金不足比率と
令和５年度決算状況についてお知らせします。

※本文および図表などは、千の位を四捨五入しています。

歳出
102 億
1,145 万円

民生費
30億 1,460 万円
（29.5％）

総務費
32 億 6,352 万円

（32.0％）

衛生費
5 億 5,261 万円

（5.4％）

土木費
6 億 2,292 万円

（6.1％）

教育費
7 億 6,435 万円

（7.5％）

公債費
6 億 299 万円

（5.9％）

農林業費
8 億 5,939 万円

（8.4％）

歳出決算額の内訳消防費　3 億	4,416 万円（3.4%）
議会費　1 億   629 万円（1.0%）
その他　　　8,062 万円（0.8%）

特別会計

繰入金	1 億 7,178 万円（1.5％）
諸収入	1 億 6,818 万円（1.5％）
その他	　　7,502 万円（0.7％）

健全化判断比率および資金不足比率

繰越金
7 億 569 万円

（6.3％）


